



林 二 郎 ･FJ71-橋 隆 乎 ･守 屋 勇
多くの花井頬の花弁の色調の変異や岩=Fの巣R='あるいは根水魚の着色はI十くから多くの
人々の 注目を引き,育種の対象 となってきた.そして 19301l:-ごろからは,柿物色糸の化














(.I/-である.(2)調脊■T.一都の /3,くは 仙物体の棚 tかの部分に赤色乃至 淡紅色u)宕也を/｣げ
が,どu)1勘LE.'の部分に も全 く発色し)Jtい,無色uj山･Wiもある.(3)さらに長安なこと札











材 料 と 方 法
まず現存の大麦品唖の閲で薬先の着色に関する退伝子椛成について変異があるかどうか
を知る目的で,315先に 全 く着色を iJJ.-さない品魅の うち,とくに産地のタをなる13品種を遥
び,調査の材料 とした,第 1必 二は それらの産地 と相性が 示されている.これらの うち,
Lyalpur(H.E.3649)とコピソカタギとは交雑の FLが新色を示すことがわかったので,
この両品種を分析品範として他の 11品種 とのf]LJに交雑を行なった.
耶1袈 典 先 無 色 晶桃 の 産 地 と 相 性
順 名(系統附 )弓 産 地
九 頒16'Jを(J.7)
屋根妹1iiL(I.56)











特 性 IJ.JrlD敏名(系統qr弓)*E産 地 粕 惟
六条.裸性













続いて Lyallpurxコピソカタギの 交雑の F2における若色の有無の分離を調べ た.同
時に,遺伝丁隅戒の淋なる無色uj3品種を片親 とし.連緋肺肝識遺伝子をふ くも,かつ,
葉丑に蛎逝Ti:Tl:巴を)Jさす4つの検定pL占穂をJl出Jjの親 として女親を/lTない,それらの雄雌U)
















系 統 名 ･-
ir! 釦 m= (染色体希うj)
2 3 4 5 7
LyaHpur N u,e Uz (hs)* b r,S
コビンカjLギ n v.E uL.- hs b R,S
九リ116ぢ- n v,lil Uz (hs) b (R,S)
Mlnn,90-5 N V Uz (hs) B r.S
T. 179 N v UZ (hs) b r,S
.T.は 148J,;･ N u uz Hs b (R,S)






実 験 結 果
1. 無色晶種間交雑における有色型の分離
さきにも述 べ た ように,尭先に全く-着色を示 さな い二つの uLBi, コヒt/カタギと




年次 有色 如色 計 X･2 P
l956 228 176 404 0.006 0.95-090



































を持つものといえる.つぎに エチオピア産の 2系統,E.152と E.173はコピソカタギと






ため,般初に第 3蓑にかかけた コビンカタギ ×Lyaupurの F2離掛 こふける若色の有無







さて,このような難点を克服し,Clおよび C2との迎鋭朗旅を 別 々に 調べ るため,汰
に述べる二つの方法を用 いた.第 1は,上 と同じ交雑,コビンカタギ×Lyalpur.の Fl
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CLC.は Nn,UzuZのZJi:らず,弟2染Ei(本l:V)VL,上も全 く独立で あることが)っかる.





および丸襲 16号(CIC2) をかけたものをそれぞれ B-3および B-4とし,それらの反し雑
港における菜先の色の有無とNn(第1染≡色体),Vu(第2淡色体),Uzuz(第 3染色体),
Bb(第5染色体)との朗係が示されている.ここにB-3で有色と無色の分離に関与するの
は CLCl迫伝子であり,B-4では C2C2遺伝子である. この結果によると,B-3で,菓先
着色Oj有無 (C▲C.)は Vuをふくむ4追転子対とは独立であることが 認められた.一方,

































































































46.531 極 小 0.1647
0.001 掩 大




はa'r7淡色体上にあること/が･わかった.な_1Tl.,こu)交雅V)liかに,盛'h:行色山椛 . !1､㌔よ 148
号および無典耳をノ十.悦として, 二Jピソカ:I;r-'とu)女経を･/rrない,その F空におけるC,clと
糞蹄の毛の有無 1=Zshs(4)および L,il(2)とJll父雁 をしらべ た.そV)鉱架 C.clは両雌誠
迫伝子と独立であることが認められた (結果は捌塔).
つぎに,第 2の交雑の F2雑槙分離の状況から,別の1j色退fi王子 C2C2は Nn(1),Bb(5)
および上述の Rr(7)とは いずれ も祉立退(i;をするが, 第 2染出体 上の負性)日伝T Vv
とは止ま胡して いることが .伽T)られた.得られたIt･)''ui･1･C2C2-VvI'110)削換佃は13.79
%で, この値は第 1おLEび 第2の圧 し安雄LlPJ炎で日/J J'ilJ出li王子nlJv)崩し換価と;Ll似してい
る.
最後に,上の類焼で Cl迫信子が 第 7染CL休上にあることを知ったU)で,第7染色体 卜
におけるCl氾伝子と他の捺占恥日伝子とのLg係位Fjr.をきめるため,無巴晶q･コピソカ_/jギ
(cLC2) の示す 粗巴 (R)および 艮-E政利 (S)に対応 した折7染色休上の迫広子 r(附-L')
とS(短毛庶刺)をT,l･つ集光有色Jl山原T.179(C1C2)との肌に新たに交難を行なった.そ





盟,すなわち,両(･i性 (AB)と2威lBの榊 良性 (AbとaB)型d)それぞれに含まれる便々
の迫伝子製の数から,=}つの糾換伽を計罪することがてきた. それで.F2を加えた4ぞf
料軌から門た糾換価にそれぞh･flIJ,Lづけti,f=irL･1た上で･lJ:均の糾換価を計算した.それ ら























117:143: 3 519 22.40
21: 23:107 154 18.31
12 66 10.00
18 83 12.16































性迫伝子 uとの的係をあげた)と連鎖 して いることである.すなわち,Buckley(1930)
は若干の交雑て果皮の赤色が独立の2ト'i惟迫伝子 Rと 0の支配をうけ,その一つの氾広
子 R(Re2と政変)は Vと16.86%の削換価で逃跡していることを示した.なお,その補
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Myler,Sta nford 'LJ2/⊃
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174 畏 孝 研 究
り,,PJ-1染色体 卜の操作潰伝了･nと14.5,'JT,I,弓■;色糊粉軒の:.聖に三下･の-つ Bl.と9.1%で遵
竹していることJl/J^た.))lTlっ丸 い1'}LrVJ仏全日l/J潤 w.u･.Ji,■.-ド/乙.I.■純 ｢大公何-1Laとの大雅
で,この着色遺伝子がやは ()第 1染色体上の健の疎据(Ll)や皮裸 (Nn)と逓釦 している
ことを示す結果を門ている(林ら未発表).しかし,Robertson(1933)とWoodward(1947)






;I.吊巧ら (1952)ト,I:び Takahaslielnl.(1972)Lln幼 IL'し物).掴～P)葉柵J-).iY.'巴に杵j-,7'J追
伝J'-が条件泊伝了 uとそh･X-I)L8.4%･卜,.よひ 15.1%て 追跡 していることを広汎な F2と
F3.:^郎;の結果か ら確かめた, この基靴若色のjむ広子:よ上述の Prとほほ 同じ換位を占め,
おそらくその複対立迫伝子と礼なされ るところから.F'.]じPrとい う記号が 与えられた.
さて,われわれは木'7f験で腰jL-の茄巴には二つの,7lr.いに独立の優性退伝子 ClとC2が
関 与し,その(,･Jjtか-ノノL,,もろいは双方のI朝の'!,iJLI雄 三-T･の7(-･-(L,て非_'肘 よい )7)ん的物体
のどの部分にも71/トシ7'ニソに.】･/.'前出か現JJれf亡いことIi,棉-;75､めた. モた,稚々d)東
経実験の結果か ら,C2C三伯k･1-凧 よ/i:1g:.JILL仁子 1/LJと13.43%の組換価で連銀 しているこ
とを明らかにした.
ところで言 .I;橋ら(1952)lr'よびTakahaslietal.(1972)が繋鞠若色冶伝子 Prの逝伝
と連鎖の研究のため,交雑の片親 として用いた腰斡無色 (♪r)の晶稀はそれぞれ Lyallpur
(CIC.C2C2)および 岡育313-であった.後者はコピソカ 'Lギとの雑種の F.が筆先に若色を
小 したところから,や!上りC.CIC三C1の:'1'if云子鰍 )k:を持つことが 明らかである それで薬





これらの稗にある3,くの相対立退信子や別 叫 鎚に7･rJh-にある分布うな伝千g_)掩々の机 領 土か
ら異なる柄物休oJ)部位に. 拙 策様 々の新色の 現われることが R))ら/7.に された (長尾ら
1951,1956,.':IJ琉(舵)1957,1963).オサム11'では rに述べたように,第 2Ei･色体上に仔の
砦 (P),果皮の紫または赤 (Re℡),薬耳の赤色(Palt),符や什oj紫 (Pr)などの泊仁 rが
伴来し,二71ほか狩の柴を支配する R.V追伝子が耶 1敬色仏 卜.にあることが報告されてい





JIi線にこり13駅て娘先新色退k子の一つ Clが箭7染色体 1二にあ r),肝と(r)および矩
t比糾(S)とが S-r-Cl の順序に 同列 さ′hていること71/示 した. とこ7)で,TakatlaShi
561L;(1077) 175
仁 一14.0★J


















1･ 薬先の着色の有無こ対してほ C.clおよび C2C2の2対の退伝子が関与する.この辺
伝子はCltcltおよび Clt2Clt2と名づけられたもo)である.
2･薬先有色のpTJ楓 土すべてcLとC2の両優船出広子を共有する.他九 非先無色のLl.7.
祁中には C▲CIC2C2,CICIC2C2 および C.C.C2C･lの3種O-)異なる泊広子搬成を持つものがあ
る,
3･ Cl遺伝子は第 7染色体上にあり,iT,L亡うな伝子 rおよびJLT,･.毛庶grJ退転子 Sと連鎖を
示し,S-r-Clの順序に配列されている (第 11g),















173･(i･i仙仁人･J:'Tf,JlS粘J柵 1-J 1947 人,Eの過k′'きよr))
才F'か/戊行 ･Jt五感 徹 1977 柵物仁J.三とfL出が ?. 什孝三韻,占,仙物迫(よJi'･IL核願と[-I-･介Jk席%.
裳撃取 339-401
二rt:研- 1今胴 'J干草 1922 rJねむぎの辿巨に即すろ桝･]uL.:,;Tl乱 帖弧 36(Lj22):25-:鳩.
Myler,JIL andStanford,1･:.Ft.1942.ColorinhprilanceinbIllley.JoLlr.Amer.Soc.Agron.
3il:427-436.



















(･:Jf純右納Fl■1196:う 卜り､鮎と州 ulfl紳 ;批こ｣一hJ:ひ.LIJlSl,Wlfのl･.rdl i-T-r･rl･1'虻IJiのiflj｣′;.4∴う1Lf
i.,●:)的降てILt.･山本二鮎 1950.人よ.JL.I,r･Tiの分_,Lfiと地P州勺'Jfll)-1二川汁 ,:-町'Jt雛 12臥 仙物日＼紡新二JI'さ
け7.,1't色について.ピー.･半研'ILと,39:25-36.
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